
火の取扱い　特に気を付けて！！

２月上旬から５月下旬にかけては、空気が乾燥するとともに風が強く吹き、火が燃え広がりやすい状態となります。

特にこの時期の湿度が低く風の強い日は、普段の１．５倍の頻度で火災が発生しています。
	
	



	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	


※「湿度が低く風の強い日」とは、中濃消防組合火災予防規則に定める気象観測値等に該当した日です。

わずかな油断や慣れが火災を引き起こします。
火の取扱いは厳重に注意してください。


過去４年間２～５月の火災発生率（１日あたり）

割合	
湿度が低く風の強い日	それ以外の日	0.17543859649122806	0.11612903225806452	


